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委 員 谷垣内 敏一、阪上 善一、正本 啓一、前田 三千雄、 

垣内 敏郎、福田 義久 
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事 務 局 大屋敷室長、中西課長、人見課長補佐、 

藤川主査、上中主事、五代主事 

傍聴の可否 不可 傍聴者数 ０人 
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水稲被害に個人名や共済金額が記載されているため 

 

会 議 次 第 

（１） 諮問 

（２） 平成２５年産水稲当初評価高（案）について 

（３） 答申 

（４） その他 

（５） 報告事項 
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建物共済推進協議会役員会が終了いたしましたので、これより第２回損害評価会を開催さ

せていただきます。 

私は議長選出まで司会を務めさせていただきます、産業振興課の中西でございます。本日

はどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、本日の出席者は６名、欠席者は３名、委員９名中、出席委員が過半数の５名を超えて

おりますので、川西市損害評価会運営要綱第３条に基づきまして、この会議は成立しているこ

とをここにご報告させていただきます。 

 それでは、開会にあたりまして谷垣内会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

 先ほどの役員会に引き続きまして第２回目の損害評価会となります。簡単ですけれども

ご挨拶とさせていただきます。皆様方よろしくお願いいたします。 

   

 ありがとうございました。 

 それでは川西市損害評価会運営要綱第３条に基づきまして、谷垣内会長に議長を 

お願いしたいと思います。会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

それでは川西市損害評価会運営要綱第４条２項に基づきまして、議長の指名により 議

事録署名人の選任を行います。議事録署名人は、前田委員、福田委員にお願いをいたし

ます。 

 

それでは、平成２５年産水稲当初評価高につきまして、大塩市長に代わりまして、市民

生活部生活活性室長大屋敷より諮問させていただきます。 

 

本来でしたら大塩市長から直接諮問を差し上げるべきところですけれども、市長は公務

でありますので、代わりまして諮問させていただきます。 

 

諮問番号１ 平成２５年１０月２４日、川西市損害評価会会長 谷垣内 敏一様 

川西市長 大塩 民生 

平成２５年産 水稲当初評価高について（諮問） 

 農作物共済損害評価認定基準に基づき、平成２５年産水稲にかかる当初評価高 

について諮問いたします。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ただいま諮問をお受けいたしました。 

 それでは、協議事項にうつります。諮問をお受けした「平成２５年度水稲当初 

評価高」について、事務局より案を作成していただいておりますので、事務局より 

説明をお願いいたします。 
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 それでは、「平成２５年産水稲当初評価高（案）について」ご説明させていただ 

きます。まず資料の１ページをご覧ください。 

本年度の水稲被害は、黒川、東多田、石道の３地区４戸から野帳の提出がございまし

た。筆数は４筆、うち３筆は猪による獣害、１筆はウンカによる虫害でございました。 

昨年度は６筆全てが猪による被害であり、猪被害は今回は３筆と減少しているようにみ

えますが、被害が野帳提出に至らないだけであり、実際の被害は増加している状況でござ

います。 

損害評価会委員様の皆様方には、残暑厳しい中大変お忙しいところ、被害圃場におい

ての抜取調査、大変お疲れ様でした。 

今回、連合会におきましても、４筆の実測調査をしていただきました。 

次に、２ページをご覧ください。損害評価の調査状況を一覧にしております。 

上から１番と２番の圃場が９月２７日、３番と４番が１０月７日に抜取調査をしていただき

ました結果一覧でございます。 

地区名・耕作地・作付面積・品種・被害の種類を記載しております。次の基準収量・等級

と言いますのは、耕地ごとに等級が定められておりまして、１から１９等級までございます。

今年は１３等級であれば、１０aあたり４５０㎏採れるだろう、１０等級であれば４８０㎏採れ

るだろうという収量を示しております。 

悉皆調査の％欄は、例えば１番の方でしたら、生産組合長が複数で検見された結果、

収量は６９％だと判定され、言い換えますと３１％の被害だと言うことになります。 

そして、抜取調査の８５％は、損害評価会委員の皆さんが判定された収量の％でござい

まして、１５％の被害だったということでございます。 

分割評価後の欄は、県の指導により分割基準を３年前から設けておりまして、肥培管理

をしなかったために生じた被害については、管理している農家さんとの不公平さをなくすた

めに分割評価を行っていただいております。 

今回、４番の方の場合ですと、獣害対策でやや不適切だったために抜取調査収量に１

０％加算されまして４０％の収量となっております。 

それら４筆の被害を集計いたしました結果、３ページに移りまして、当初計算結果一覧

で、被害戸数４戸、被害筆数４筆、引受面積、２２．３ａ、被害減収量１３３㎏、となっており

ます。 

次は５ページ、６ページに移ります。こちらは一筆ごとの計算表となっております。 

まず、５ページの１番上の３の多田Ｂ地区の耕地は、引受面積が４．０ａ、引受単収が３３

５㎏、悉皆単収が２９０㎏、そこから多田Ａ地区の平均単収差の６２㎏が引かれ、評価単収

が２１６㎏となります。引受単収３３５㎏と評価単収２１６㎏の差は１１９㎏になります。 

共済減収量は、１１９㎏×４．０aで４８㎏となり、今年の１キロあたりの共済金が１９３円

ですので、１９３円×４８㎏で９,２６４円の共済金支払となるところでございますが、虫害に

対する防除がやや不適切だったという分割評価の結果がございましたので、分割割合の１

０％が加算されます。  

この加算方法は、引受単収４８０㎏の１０％、４８㎏と引受面積４．０ａを乗算しますと分

割減収量は１９㎏となります。共済減収量４８㎏から１９㎏を引いた２９㎏に共済金１９３円

を乗算した結果、支払共済金は、５,５９７円となります。 
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次に４の多田Ｂ地区の引受面積は、８．６ａ、引受単収は３１４㎏、悉皆単収が 

２２５㎏、そこから多田Ｂ地区の平均単収差の２３㎏を加算すると、評価単収が 

２４３㎏となり、引受単収と評価単収の差は７１㎏となります。 

共済減収量は、７１㎏×８．６aで６１㎏となり、共済金１９３円×６１㎏で 

１１,７７３円の共済金支払となるところですが、この耕地は獣害に対する防除はされていた

ものの、不適切だった部分が見受けられたため、分割評価で１０％が加算されます。 

これにより引受単収４５０㎏の１０％、４５㎏と引受面積８．６ａを乗算しますと分割減収量

３９㎏となります。 

共済減収量６１㎏から３９㎏を引いた２２㎏に共済金１９３円を乗算した結果、 

支払共済金は、４,２４６円となります。 

次に１の東谷Ｃ地区の引受面積が４．２ａ、引受単収３１４㎏、悉皆単収が 

３１０㎏、また東谷Ｃ地区の平均単収差２㎏を加算しますと、評価単収が３１２㎏となり、引

受単収と評価単収の差は、２㎏となります。２㎏×４．２aで１㎏の減収量となり、共済金１９

３円×１㎏で１９３円の共済金支払となるところですが、この耕地は獣害に対する防除がさ

れていたものの、やや不適切だったと見受けられたため、分割評価で５％が加算されま

す。 

これにより引受単収４５０㎏の５％加算した結果、支払共済金は、０円となります。 

引き続きまして、次の６ページに移りまして、２の東谷Ｃ地区の引受面積５．５ａ、引受単

収３１４㎏、悉皆単収が２７０㎏、東谷Ｃ地区の平均単収差２㎏を加算すると評価単収が２

７２㎏となり、引受単収と評価単収の差は、４２㎏となります。 

共済減収量は、４２㎏×５．５aで２３㎏となり、共済金１９３円×２３㎏で 

４,４３９円の共済金支払となるところですが、この耕地は獣害に対する防除はされていまし

たが、やや不適切と評価されため、分割評価で１０％加算されます。 

これにより引受単収４５０㎏の１０％ですので、４５㎏と引受面積５．５ａを乗算しますと分

割減収量２３㎏となります。共済減収量２３㎏から２３㎏を引くと０と 

なるため、支払共済金は、０円となります。 

よって、４筆の分割評価後の合計減収量は、１３３㎏、合計支払共済金は、      ９,

８４３円となります。 

ページは、４ページに戻っていただきまして、「平成２５年産水稲当初評価高（案）」を作

成いたしました。 

平成２５年度の水稲引受面積５,８９２aに対しまして、被害率は０．３８％となり、引受収

量１９８,３６７㎏に対しまして、被害率は０．０７％になりました。 

以上で、「平成２５年産水稲当初評価高（案）について」の説明とさせていただきます。 

 

事務局の説明が終わりました。委員の皆様、ご質問・ご意見はございましたら、どうぞ。 

 

異議なし。（出席全委員） 

 

ご意見がないようであれば、協議事項「平成２５年産 水稲当初評価高（案）」を原案ど

おり承認し、市長に答申してよろしいですか。 
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異議なし。（出席全委員） 

 

 それでは異議なしという事ですので、「平成２５年産 水稲当初評価高（案）」を承認いた

します。４ページの平成２５年産 水稲当初評価高（案）から（案）の字を削除いただきます

ようお願いいたします。 

 

 それでは、引き続き「平成２５年産 水稲当初評価高」について、市長より答申を行いま

す。 

 

答申番号 １ 平成２５年１０月２４日、 

川西市長 大塩民生様 

川西市損害評価会会長  谷垣内 敏一  

平成２５年産 水稲当初評価高について（答申）  

諮問のあった、平成２５年産水稲当初評価高について審議したので答申します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。 

 

それでは次に、その他「平成２５年度損害評価の反省」について、ご意見等ございました

ら、どうぞ。 

ご意見等ないようでございますので、次に報告事項にうつります。事務局より報告をお

願いいたします。 

 

 お手元の資料１１ページ以降の内容について報告させていただきます。 

前回、第１回川西市損害評価会でご説明し、承認をいただきました平成２５年産水稲引

受状況及び、平成２５年度水稲損害防止事業補助金につきまして変更がございましたので

ご報告させていただきます。 

まず、平成２５年産水稲引受状況でございますが、西多田地区で引受面積の入力誤り

があったため、引受面積の修正を行ったため引受面積が２．３ａ、引受収量が 

１１０kgに増加しております。 

このため、引受面積は５,８８９.７aから５,８９２ａ、引受収穫量は 

１９８,２９０kgから、１９８,３６７kgに変更となっております。 

 こちらの変更の差につきましては、資料１２ページに変更後、１３ページにございますの

が、前回第１回損害評価会でお示ししました通知でございますのでご確認ください。 

これにともない、農家負担共済掛金は９５，４８５円から９５,５２２円、賦課金１１２，５１８

円、から１１２,５５７円となり、農家掛金合計２０８，０７９円に変更となっており、平成２５年９

月１３日付で兵庫県農業共済組合連合会会長理事あてに変更を報告してございます。 

また、引受面積変更に関連し、平成２５年度水稲損害防止事業補助金について、 

地区の引受面積に応じて補助金を拠出しておりますため、西多田地区の引受面積が２．３
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ａ増加したことにより、火打、新田、見野地区以外の補助金額が変更となっておりますの

で、併せて報告させていただきます。 

 補助金の変更額につきましては資料の１４ページ、１５ページにございますので、ご確認

ください。１４ページに変更後の補助金額、１５ページに以前の第１回損害評価会でお示し

した内容でございます。 

 事務局からの報告は以上でございます。 

 

事務局の報告が終わりました。委員の皆様、ご質問・ご意見ございましたらどうぞ。 

ご意見がないようであれば、以上をもちまして、本日の第２回川西市損害評価会を 

終了させていただきます。 

どうも皆さま本日はお疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

閉会 午後４時４０分 
 

 

  平成２５年１０月２４日 

 

     議長（会長）   谷垣内 敏一 

 

     署名委員        前田 三千雄 

  

      署名委員        福田 義久 

 


